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 平成１９年１２月に閣議決定された独立行政法人整理合理化計画に従い、独立行政法

人国立環境研究所大型実験施設等見直し計画を次のとおり定める。 

 

１．廃止する大型実験施設等 

（１）奥日光フィールド研究ステーション 

   奥日光フィールド研究ステーションは、大気観測を中心とする研究拠点として利

用されてきたが、研究に一区切りがつき、必要性が小さくなったことを受けて、

大気観測を中心とする研究拠点としての利用を平成２０年度末までに廃止する。

このため、観測タワーと取水施設を来年度以降に撤去するとともに、実験棟の恒

常的な維持管理（電気の供給を含む。）や外部委託による警備の廃止を行う。た

だし、このステーションの周辺をフィールドとする生物研究等が実施されている

ことから、実験棟を資材置き場等として利用するとともに、管理棟を休憩施設と

して利用する。 

 

（２）大型レーザー・レーダー（ライダー） 

   大気中にレーザー光を発射し、その反射波を分析することにより大気中の汚染

物質を広域的・同時的に計測する設備であり、大気汚染質実験棟内に設置されて

いる。技術革新により、小型・高性能のライダーが提供されるようになったこと

から、当研究所においても、ライダー利用の研究については、それら小型・高性

能の設備の利用にシフトしており、本設備の利用は激減してきている。このため、

平成２０年度末までに廃止、撤去する。 

 

（３）大気拡散風洞Ｂ 

   大気拡散実験棟に設置されている二つの拡散風洞のうちの一つである。より大型

の大気拡散風洞Ａに風洞としての利用を集約させることとし、平成２０年度末ま

でに大気拡散風洞Ｂの施設利用を終了する。 

 

（４）資源化プラント 

   資源化プラントは、生ごみから植物由来プラスチックの原料や飼料などの有用物

質を回収するための研究を行う実験プラントであり、循環・廃棄物研究棟に設置

されている。このプラントを用いた研究が、平成２０年度で一区切りとなること

から、平成２０年度末までに廃止、撤去する。 

 



２．その他の大型実験施設等 

  上記以外の大型実験施設等についても、状況の変化等を踏まえ、引き続き検討を行

っていくものとする。その際、現中期計画の目標達成の見通し、次期中期計画の方向

性、施設の見直し等に必要な資金確保の見通し等を十分に考慮するものとする。 

 

 


